
西区自治協議会第１部会 令和７年度 第３回会議概要 

（所管分野：防犯・防災、自然環境、住環境等） 

開催日時 ６月１１日(水) 午後３時～４時３０分 会場 
西区役所健康センター棟
1 階 104 会議室 

出 席 者 

委 員 
出 

伊藤(健)部会長、伊藤(正)副部会長、久保田委員、関委員、 

丸山委員、風間委員、岩沢委員、田村委員、古俣委員   計９名  

欠 なし 

事務局 
兼島地域課長、治田区民生活課長、丸田建設課長、 

大橋副区長兼総務課長 ほか地域課 1 名 

主な議事 

（１)前回の振り返り 

〇前回の会議概要をもとに振り返りを行いました。 

○伊藤部会長から特殊詐欺事件は一時減ったが、また増加しているとの説

明がありました。 

 

(２)区の取り組み紹介・意見交換など 

○今後の提案事業の参考として、各所管課より第１部会の所管分野に関連

した事業の説明がありました。 

○説明を受けて意見交換が行われました。主な意見は以下の通りです。 

 

＊ゴミの分別について、新潟大学の留学生など、外国人向けの説明は。 

 →各国版の資料を生協経由で配布。アプリもあるので活用して欲しい。 

＊ゴミステーションにも外国版の説明資料を掲示してはどうか。 

 →特色ある区づくり予算事業で作成できる。区民生活課に相談して。 

＊飛砂対策については、保安林の整備など、地元住民が根気強く続けるこ

とが大事である。 

＊除去した飛砂は再利用できないか。 

→除去した飛砂は養浜事業へ提供している。併せて県に対して抜本的な

飛砂対策を要望している。 

＊地元住民もハマニンニク等植栽している。徐々に増えているが冬の風で

埋まってしまう。 

＊やはり防犯に取り組まないと。西区は市内で一番被害が多い。 

 

➡多くの意見がありましたが、先月の議論のとおり、「防犯事業」に取り組む

こととしました。 
 
今後の流れ 【７月】 R７年度「区づくり予算」区役所企画事業への意見徴収 

             自治協広報紙（９月発行）内容検討 

【８月～】 今後取り組むテーマ・課題についての具体的検討 

 

 

資料１



（３）広報紙のアンケート報告 

 〇令和６年 3 月に発行した「西区を豊かに」で寄せられた 

広報紙のアンケートについて参考配布がありました。 

 

（４）広報紙のアンケート報告 

 〇令和７年 3 月に発行した「西区を豊かに」で寄せられた広報紙のアンケー

ト結果について参考配布がありました。 

 

（５）新潟市犯罪発生状況報告 

 〇令和７年４月末時点での新潟市犯罪発生状況について参考配布がありま

した。 

 

その他 

◎次回の部会 

日時 ： 令和７年７月１４日(月) 15：00～ 

場所 ：西区役所３階 ３０３会議室 

内容 ：上記「今後の流れ」の記載通り 

 

 



西区自治協議会 第２部会 令和７年度 第３回会議概要    

（所管分野：保健・福祉、文化・スポーツ、教育等） 

開催日時 6 月 10 日（火） 午後１時３０分～３時００分 会場 
西区役所４階 

対策室 

出 席 者 

委 員 
出 

山岸部会長、竹田副部会長、笹川委員、大島委員、青木委員、 

羽賀委員、長澤委員、高橋委員、西山委員、山口委員  計１０名  

欠 藤橋委員  計１名 

事務局 
兼島地域課長、植野健康福祉課長補佐、高野坂井輪地区公民館長、

ほか地域課４名 

主な議事 

（１)前回の振り返り 

〇前回の会議概要をもとに振り返りを行いました。 
 
 
(２)区の取り組み紹介・意見交換など 

○今後の提案事業の参考として、各所管課より第２部会の所管分野に 

関連した事業の説明がありました。 

○説明を受けて意見交換が行われました。主な意見は以下の通りです。 
 
＊「少子化抑制」「コミ協・自治会活動の存続」の２点に着目し取り組みたい。 

＊今、参加できていない人も取り込める子育て支援の事業があるとよい。 

＊地域での交流や顔合わせの機会が必要。 

＊周りの人に相談しにくい・頼りにくい雰囲気が改善されるとよい。 

＊各自治会にあわせた ICT 化が必要。 

＊将来的に自治会同士で協働してイベントを行うこともあるのではないか。 

＊教授や学生が自由に参加し何かに取り組む 

ワーキングチームのようなものを設立してはどうか。 
 
➡意見交換により出された「人口減少」、「少子化」、「自治会」、「大学」の 

４つのキーワードに注目しながら今後も検討を行うこととしました。 
 
今後の流れ 【７月】 R7 年度「区づくり予算」区役所企画事業への意見徴収 

             自治協広報紙（９月発行）内容検討 

【８月～】 今後取り組むテーマ・課題についての具体的検討 

 

（３）広報紙のアンケート報告 

 〇令和 7 年 3 月に発行した「西区を豊かに」で寄せられた 

広報紙のアンケート結果について参考配布がありました。 

その他 

◎次回の部会 

日時：令和７年 7 月１０日(木) 13：30～15：00 

場所：西区役所４階 対策室 

内容：上記「今後の流れ」の記載通り 

 



西区自治協議会第３部会 令和７年度 第 3 回会議概要    

（所管分野：産業、区の魅力発信、交通等） 

開催日時 6 月 11 日(水) 午前 1０時～午前 11 時 会場 
西区役所 健康センター棟 1 階  

104 会議室 

出 席 者 
委 員 

出 
山賀部会長、中村委員、伊藤（甲）委員、大矢委員、尾田委員、 

荻野委員、河内委員、塩川委員、古俣委員、今村委員 計 10 名  

欠 渡邊副部会長 計 1 名 

事務局 兼島地域課長、中村農政商工課長 ほか地域課４名 

主な議事 

(1)前回の振り返り 

〇山賀部会長より、資料１に基づいて前回の部会内容の確認を行いました。 
 
 
 

（２）区の取り組み紹介・意見交換など 

 〇今後の提案事業の参考として、各所管課より第３部会の所管分野に関連

した事業の説明がありました。 

 
 

＜各課の主な取り組み＞ 

テーマ 実施概要 

佐潟プロジェクト 情報発信 

住民バス利用促進 乗り方教室実施 / 中学生に回数券配布 

くらし魅力発信 リーフレット作成 / 動画作成（情報大と連携） 

地域と大学連携 地域活性化のための事業公募 

農産物販売促進 情報発信（SNS 利用、県外へ）/ 関係団体との連携 

まち歩きと食育体験 農業体験・まち歩き / 小学校収穫体験(食育) 

未来を拓く農業支援 
遊休農地未然防止 / 女性農業者の働く環境づくり 

保安林ボランティア支援 

 

＜区の取り組みで足りていないこと＞ 

テーマ 解決に向けた取り組み案・現状 

若者の流出 住み心地の良さの発信 

自治会・町内会の運営に係る

担い手不足、負担増加 
自治会の ICT 化支援 

黒埼地区の市民農園の 

空き区画における管理 

こどもの農作業体験の場として利用 

→収穫物はフードバンクにしへ  

海水浴客のごみ捨てマナー 現在はシルバー人材センターが対応 

 



〇説明を受けて、質疑応答と意見交換を行いました。 

＜主な意見・参考となる情報など＞ 

 【若者の流出について】 

＊西区には働く場所が少ないのではないか。 

＊学生はそもそも流動的な存在である。 

＊新潟では将来のキャリアプランが見いだせないという声がある。 

＊西区は暮らしやすい地域ではあるが、若者にとっては魅力が感じられな

いかもしれない。 

＊コロナ前より、国による若者の地域定着事業として大学の授業で地域の

魅力を知ってもらったり、就職のための産学連携を行っている。コロナ時期

は都市から地方へと移動する若者が増えた。しかし、コロナ収束後は地方か

ら都市への若者流出が加速してしまっている。 

 

 〇今後の部会のスケジュールについて、記載の通り確認を行いました。 

今後の流れ 【７月】  R7 年度「区づくり予算」区役所企画事業への意見徴収  

自治協広報紙（９月発行）内容検討  

【８月～】 今後取り組むテーマ・課題についての具体的検討 

 

（３）広報紙のアンケート報告 

 〇令和 7 年 3 月に発行した「西区を豊かに」で寄せられた広報紙のアンケ

ート結果について参考配布がありました。 

その他 

○次回開催日・開催場所 

日時：令和７年７月１０日(木) １０：３０～１２：００  

場所： 西区役所４階 対策室 

議題内容：今後の流れに記載の通り 

 

 



西区自治協議会 総務特別部会 令和７年度 第 3 回会議概要    

（所管分野） 

本会の議事調整、協議会全体にかかる事項の検討、西区自治協広報紙の企画 

開催日時 6 月 17 日（火）午後 1 時～2 時 45 分 会場 
西区役所健康センター棟 

1 階 102 会議室 

出 席 者 
委 員 出 

風間会長、長澤委員、羽賀委員、古俣(愼)委員、山口委員 

計 5 名 (広報紙作成チームのみ招集) 

事務局 地域課２名 

主な議事 

 (１)広報紙の作成について 

○広報紙の作成のポイントについて事務局から説明がありました。 

○版下作成業務を業者に委託することを踏まえた作成スケジュールについ

て事務局から説明がありました。 

○広報紙の作成について委員から出た意見は以下のとおり 
 

・各部会の活動方針が決まるのは 8 月の部会でワークショップを実施して

からなので 9/7 発行号では具体的な内容の掲載ができないのでは。 

・自治協議会とは何かを伝えるとともに、新任委員を紹介してはどうか。 

・読書の視点に立って何を読みたいか考える。 

→読み手は自分にとって得になるかどうかで読むかどうかを判断する。 

  ・区だよリのコンセプトは。 

→区からのお知らせ。区の魅力の発信もしている。 

区だよりの場合は公平性を担保しないといけない。 

  ・佐潟を取り上げる時にどういう視点で行うか。去年は佐潟以外の潟・沼を 

紹介した。佐潟でいろいろな活動が行われているのに知られていない。周

辺には魅力的なお店もある。自治協議会として紹介して行く時のコンセプ

トと年間の計画の検討が必要。 

・自治協議会委員 31 人から地元の魅力を挙げてもらってはどうか。 

（6 月のワークショップの際に聞く、とか） 

・こどものまちづくり活動を紹介するのも良い。将来のまちの活性化にも

つながる。こどもの親も目を向けるのでは。 

・記事はコンテンツとタイトルが大事。 

・西区は移り住んできた人が多い。西区の素晴らしさをこどもに知ってもら 

う、口にしてもらう。 

・読んでもらうことが大事で、そのためには手に取ってもらうことが大事。 
  

○次回の部会までに特集記事の案を考えて持ち寄ることにしました 

○各部会長に第 48 号（9/7 発行）の作成スケジュールを伝えることに 

しました。 

その他 

◎次回の部会 

日時 ： 令和７年６月２３日(月) 15：00～ 

場所 ： 西区役所３階 ３０３会議室 

内容 ： 議事調整、広報紙の紙面構成、ほか 



西区自治協議会 総務特別部会 令和７年度 第４回会議概要    

（所管分野） 

本会の議事調整、協議会全体にかかる事項の検討、西区自治協広報紙の企画 

開催日時 ６月２３日（月）午後３時００分～５時００分 会場 
西区役所３階 
３０３会議室 

出 席 者 
委 員 

出 

風間会長、岩沢副会長、山賀副会長・第３部会長、 

伊藤(健)第１部会長、山岸第２部会長、 

長澤委員、古俣(愼)委員、山口委員  計８名  

欠 羽賀委員 計１名 

事務局 兼島地域課長 ほか地域課４名 

主な議事 

（１）第３回 西区自治協議会の議事調整 

○次第（案）に基づき、議事・報告の内容、会議の進行を確認しました。 
 

（２）協議会全体で検討・議論を行いたい事項について 

○「自治協議会全体で検討・議論を行いたい事項」について、以下の選定理

由を踏まえ、事務局案の通り「アートフェスティバル事業の見直し」につい

て検討を進めていくこととしました。 
 
【選定理由】 

①昨年度より、今年度全体で検討する議題として挙げられていた。 

 ②自治協ですでに実施してきた事業であり、検討の重要度・緊急性が高い。 

③ボリュームの大きい事業であり、再検討にも長い時間がかかる。 

④多くの委員が、関心があり、全体検討でも積極的な発言が期待できる。 

⑤今後の検討の流れ等が組み立てやすく、有意義な検討の準備が行える。 
 

※今後の検討の流れ(案)については、別紙を参照。 

広報紙作成

について 

(1)西区自治協広報紙 第 48 号(9/7 発行)の掲載内容について 

○前回の部会で各自持ち帰って検討することとなっていた、特集記事の案

について、話し合いを行いました。決定した内容などは以下の通りです。 
 
【決定した内容】 

１面 羽賀委員・山口委員が新任委員として、インタビューしていく形式で、

各部会の活動内容を紹介する。 

２面 読者参加型のクイズ企画を掲載する。 
 
【その他、出された案】 

２面 各地域の魅力についてテーマを決め、リレー形式で紹介してはどうか。 

その他 

◎次回の部会 

日時 ： 令和７年７月２２日(月) 15：00～ 

場所 ： 西区役所３階 ３０３会議室 

内容 ： 議事調整、広報紙の読み合わせ ほか 

 

  



検討等の内容 担当

8 中 確認・再整理 総務

下 確認の結果報告 本会

9 上 現状確認作業 １～３

中
現状確認の取りまとめ
事業実施の必要性検討

総務

下 取りまとめ・検討の結果報告 本会

10 上 実施の必要性の議論 １～３

中
各部会の意見の取りまとめ

方針決定
総務

下 方針の報告 本会

月

アートフェスティバル見直しフロー図 (案)

※を踏まえた
テーマに対する現状の確認

(ポジティブ/ネガティブ両側面から)

現状確認を踏まえ、テーマに対する
事業実施の必要性を検討

なし

事業実施しない
(検討終了)

あり

どのような形で
実施するか検討

以下、事業実施の場合の準備の流れ

１１⽉〜１２⽉
①解決したい地域課題・課題に対する事業目的の確認
②成果目標と達成手法の検討

１⽉〜３⽉ (予備期間)
・今年度の事業評価書作成(今年度の検討事項の取りまとめ)

【参考記載】イベント事業実施の場合のスケジュール (例)
４⽉ 企画書(案)の検討

５⽉〜９⽉ 企画の詳細調整 /イベント実施準備・広報

１０⽉ 最終準備・当日運営体制確認

１１⽉ イベント実施

※総務特別部会を中心に
検討しつつ、各部会への
意見聴取も随時行う

(ワークショップ的な検
討の可能性もあり)

発足当初の目的・解決したい地域課題
(＝芸術・文化による地域づくり？)

事業実績・成果

実施する中での課題の発生

これまでの取り組みの評価※

①

②

③

別　紙



西区自治協議会委員推薦会議 令和７年度 第１回会議概要 

開催日時 ５月３０日（金） 午後５時１５分～午後５時２５分 会場 
西区役所 健康センタ

ー棟１階 大会議室 

出 席 者 
委 員 

出 
伊藤（正）座長、渡邊委員、伊藤（健）委員、藤橋委員、 

大島委員、山岸委員、髙橋委員 計７名 

欠 伊藤（甲）委員、田村委員、尾田委員 計３名 

事務局 佐々木主事 

主な議事 
１ 委員推薦会議座長の決定 

西区自治協議会委員推薦会議の座長として、伊藤正弘委員を選任しました。 

その他 
○次回の開催について 

 開催日現在、委員交代の見込みがないため、次回開催予定も未定。 
 


